
９９

『
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相

談
所
』と『
市
民
講
座
』を
開
設

し
ま
す

◎
休
日
相
談
所

法
務
局
が
所
掌
す
る
業
務（
登
記
、

筆
界
特
定
、
人
権
擁
護
お
よ
び
供
託
な

ど
）を
始
め
、
遺
言
な
ど
の
公
正
証
書

の
作
成
に
関
す
る
相
談
や
、
一
般
法
律

相
談
、
税
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
日
常

生
活
の
様
々
な
心
配
ご
と
、
困
り
ご
と
、

悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
法
務
局
職
員
な

ら
び
に
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
人
権
擁
護
委
員
、
税
理
士

お
よ
び
法
テ
ラ
ス
弁
護
士
が
相
談
を
受

け
ま
す
。

▼
と　
き　
１０
月
１
日（
日
）

　
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

名
古
屋
合
同
庁
舎
第
１
号
館（
名
古

屋
市
中
区
三
の
丸
２

−

２

−

１
）　

※
相
談
無
料
、
予
約
優
先
制
で
、
随
時

予
約
受
付
中
で
す
。

※
法
テ
ラ
ス
所
属
弁
護
士
に
対
す
る
相

談
は
、
１２
組
限
定
の
完
全
予
約
制
で

す
。
こ
ち
ら
は
、
予
約
が
な
い
と
相

談
を
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

◎
市
民
講
座

相
続
登
記
が
放
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、

所
有
者
の
把
握
が
困
難
と
な
り
、
公
共

事
業
が
進
ま
な
い
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
所

有
者
不
明
土
地
・
空
家
問
題
が
全
国
的

に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
遺

言
、
相
続
お
よ
び
未
登
記
建
物（
空
家

等
対
策
推
進
を
含
む
）の
３
つ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
公
証
人
、
司
法
書
士
お

よ
び
土
地
家
屋
調
査
士
が
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

▼
と　
き　
１０
月
１
日（
日
）

　
午
前
１１
時
～
午
後
３
時

　
（
相
続
：
午
前
１１
時
～
、
未
登
記
建

物
：
午
後
１
時
～
、
遺
言
：
午
後
２

時
～
）

▼
と
こ
ろ

　

名
古
屋
合
同
庁
舎
第
１
号
館（
名
古

屋
市
中
区
三
の
丸
２

−

２

−

１
）

▼
定　
員　
６０
名（
定
員
に
達
し
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

※
受
講
無
料
、
予
約
制
で
、
随
時
予
約

受
付
中
で
す
。

※
１
つ
ま
た
は
２
つ
の
受
講
も
で
き
ま
す
。

申
・
問
名
古
屋
法
務
局
民
事
行
政
調
査

官
室

　
☎（
０
５
２
）９
５
２

−

８
１
７
０

　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５
分

　
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
除
く
）

就
業
構
造
基
本
調
査
の

お
知
ら
せ

～
働
く
未
来
を
考
え
る
～

総
務
省
統
計
局
で
は
、
平
成
２９
年
１０

月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
普
段
の
就

業
・
不
就
業
の
状
態
を
詳
細
に
把
握
す

る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
政
策
を
始
め
経

済
政
策
な
ど
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。
９
月

中
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
世
帯
に
伺
い

ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス『
な
ご
み
の
会
』

「
こ
こ
ろ
が
疲
れ
て
い
る
な
」、「
不

安
に
な
っ
て
い
る
」な
ど
精
神
的
に
疲

れ
て
い
る
方
や「
誰
か
に
話
を
聞
い
て

欲
し
い
！
」、「
居
場
所
を
作
り
た
い
」

と
考
え
て
い
る
方
、
仲
間
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
と　
き　
９
月
３０
日（
土
）

　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
と
こ
ろ　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階　
研
修
室

▼
参
加
費　
１
０
０
円（
お
茶
菓
子
代
）

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
雰
囲
気
が
分
か
ら
な
い
方
や
参
加
を

迷
っ
て
い
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
主　
催　
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
協　
力　
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
『
き
ん
ぎ
ょ
草
』

申

�

・
問

�

市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
６５

−

３
７
２
４

自
衛
官
募
集
案
内

▼
募
集
項
目

　
防
衛
大
学
校（
一
般
前
期
）、
防
衛
医

科
大
学
校（
医
学
科
・
看
護
学
科
学

生
）、
自
衛
官
候
補
生

▼
資　
格

・
防
衛
大
学
校（
一
般
前
期
）、
防
衛
医

科
大
学
校（
医
学
科
・
看
護
学
科
学

生
）

　
高
卒（
見
込
み
含
む
）１８
歳
以
上
～
２１

歳
未
満
の
方

・
自
衛
官
候
補
生

　
１８
歳
以
上
～
２7
歳
未
満
の
方

▼
受
付
期
間

・
防
衛
大
学
校（
一
般
前
期
）、
防
衛
医

科
大
学
校（
医
学
科
・
看
護
学
科
学

生
）

　
９
月
５
日（
火
）～
２９
日（
金
）

・
自
衛
官
候
補
生

　
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

申

�

・
問

�

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部　

一
宮
地
域
事
務
所

　
（
一
宮
市
大
江
２

−

１

−

１８
ワ
キ
タ

ビ
ル
２
階
）

　
☎（
０
５
８
６
）7３

−

７
５
２
２

た
だ
き
、
調
査
票
へ
の
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
受
付
時
間　
午
前
８
時
～
午
後
９
時

▼
設
置
期
限　
～
１０
月
２６
日（
木
）

問

�

総
務
省
統
計
局

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
☎（
０
５
７
０
）０7

−

１
９
３
７

　
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

　
☎（
０３
）６
７
４
８

−

１
９
７
０

　
HPhttp://w

w
w
.stat.go.jp/

data/shugyou/２０１7/index.
htm河

川
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う

水
上
バ
イ
ク
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

◎
木
曽
三
川
下
流
部
で
は
水
上
バ
イ
ク

や
水
上
ス
キ
ー
の
利
用
者
が
増
え
、

他
の
利
用
者
間
で
の
事
故
ト
ラ
ブ
ル
、

　
漁
業
や
地
域
住
民
へ
の
影
響
を
及
ぼ

す
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

◎
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ゴ
ム
ボ
ー

ト
、
カ
ヌ
ー
な
ど
の
周
辺
を
通
行
す

る
と
き
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
漁
業
の
操
業
に
迷
惑
と
な
る
行
為
は

や
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
設
置
し
た
ブ
イ
を
持
ち
帰
る
な
ど
他

の
利
用
者
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
地
域
住
民
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は
や

め
て
く
だ
さ
い
。

問

�

国
土
交
通
省
木
曽
川
下
流
河
川
事
務

所　
占
用
調
整
課

　
☎（
０
５
９
４
）２４

−

５
７
１
８

募
集
し
ま
す�

パ
ソ
コ
ン
教
室
参
加
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
教
室
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
利

用
編
を
開
講
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

▼
と　
き

①
平
日
の
部　
９
月
１４
日（
木
）、
１５
日

（
金
）、
１６
日（
土
）

　

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分（
２
時

間
×
３
回
）

②
土
日
の
部　
９
月
３０
日（
土
）、
１０
月

１
日（
日
）

　
午
前
９
時
～
正
午（
３
時
間
×
２
回
）

▼
と
こ
ろ　
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
定　
員　
各
コ
ー
ス
１４
名

▼
受
講
料　
無
料

▼
申
込
方
法　
９
月
９
日（
土
）

　
午
前
９
時
１５
分
か
ら
総
合
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

午
前
９
時
３０
分
の
時
点
で
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。
電

話
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

問

�

市
役
所
生
涯
学
習
課　

家庭でできる浸水対策
近年、ゲリラ豪雨などの異常気象などが多発するなか、平成２９年度にも、九州北部、北陸、東北で

も大雨による浸水被害が発生しております。ほぼ全域が海抜ゼロメートル地帯の弥富市でも浸水被害が
懸念されております。そのようなことをふまえ、緊急時に各家庭でできる浸水対策を紹介いたします。
�土のうが無くても、身近なもので浸水を防ぐことができます。�
◎ゴミ袋で簡易水のうを作る　
・�玄関などの前に隙間無く詰めると浸水を軽減できます。ダンボール箱に入れると強度が増します。

◎水のうと板による簡易止水板
・�玄関などの出入り口を長めの板などで塞ぎ、水のうで固定すると浸水を軽減できます。
◎プランターとレジャーシートによる止水
・�土をいれたプランターを、レジャーシートで巻き込み、玄関などの止水に、
　使用することもできます。
◎ポリタンクとレジャーシートによる止水
・�１０～２０Lのポリタンクに水を入れ、レジャーシートで巻き込み連結し
　玄関などの止水に使用することもできます。
問 �市役所危機管理課（内線３６５）
HP�http://www.city.yatomi.lg.jp/kurashi/１０００５１１/１０００５１２/１０００２５６８.html
（参照元）国土交通省「身につく防災コンテンツ」→「家庭で役立つ防災」　http://www.mlit.go.jp/river/bousai/library/minitsuku.html

♥
寄　
付
♥

弥
富
市
に

▼
イ
オ
ン
ビ
ッ
グ
株
式
会
社　
様

�

金
１
２
，２
７
４
円

▼
匿
名　
様

�

金
１
０
，０
０
０
円

市
社
会
福
祉
協
議
会
に

▼
海
野
寿
美　
様

�

金
３
，０
０
０
円

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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